
（調査委員）

内田　理佐 荒神　稔

渡辺　正剛 重松　幸次郎

中野　一則 永山　敏郎

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

宮崎防災救急航空センター
防災ヘリが運航開始から20年を超えたため、令和7年度に新機体を導入。約1か月の慣熟訓練を経て、令和8年4月末から運用を開

始している。

ぎおんの里づくり協議会

平成27年度に鞍岡中学校が閉校することをきっかけに、跡地活用を検討する中で、持続可能な集落づくりのためには地域運営組織

の形成が必要との結論に至る。現在、高齢者の生きがいづくりとして、毎月1回コミュニティ食堂を開催しているほか、毎週水曜

日にマルシェを開催し高齢者の買い物支援などに取り組んでいる。

アスリートタウン延岡アリーナ
令和9年度開催の日本のひなた宮崎国スポ・障スポの競技会場として整備された新宮崎県体育館のメインアリーナが令和8年3月に

完成し、令和8年4月18日から全面供用開始となった。

調査先 調査先の概要

県立清武せいりゅう支援学校
障スポに向けたＰＲの一環として、令和8年5月19日に「ひなたのチカラ」ダンス合同練習会（学校法人旭進学園 宮崎第一高校

との合同。大会広報等の素材として動画撮影を行う。）を実施予定であり、練習会の様子を見学する。

宮崎空港ビル株式会社

宮崎空港ビル株式会社は、令和8年3月から空港保安検査場での「スマートレーン」供用開始や、グランドスタッフ等の人材確保に

向けた空港合同採用説明会の開催、さらには駐車場混雑緩和に向けた調査業務など、空港の利便性向上と体制強化に取り組んでい

る。

委 員 長 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

５
月
２０
日

（水）

ホテル 県議会

10:30～11:30 12:20～13:00 13:40～14:40

５
月
１９
日

（火）

延岡市泊県議会

10:50～11:50  12:05～12:50 13:20～14:20 14:30～15:30

令和８年度　総務政策常任委員会　県北調査　行程表

令和8年5月19日（火）～5月20日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

【昼食】

【昼食】

【宮崎国スポ・障スポ局】

県立
清武せいりゅう

支援学校

（日本のひなた宮崎 障ス
ポに向けた支援学校の

協力について）

【総合政策部】

宮崎空港ビル

株式会社

（宮崎ブーゲンビリア

空港の取組について）

【総務部】

宮崎防災救急

航空センター

（防災救急ヘリコプター

「あおぞら」新機体について）

【総合政策部】

ぎおんの里づくり

協議会

（地域運営組織による持続

可能な地域づくりについて）

【宮崎国スポ・障スポ局】

アスリートタウン

延岡アリーナ

（日本のひなた宮崎 国スポ・障

スポにおける競技会場及び大会

に向けた準備状況について）



（調査委員）

内田　理佐 荒神　稔

渡辺　正剛 重松　幸次郎

中野　一則 永山　敏郎

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

株式会社マキタ運輸

昭和56年創業の運送業。従業員数251名。南九州の農畜産物を中心に消費地へ幹線輸送を行う。デジタル技術の活用に積極的に取

り組んでいる。倉庫管理システムとハンディターミナルの導入により、倉庫内のピッキング作業時間を削減・人的ミスの軽減等の

効果を生んでいる。

高原町役場

高原町は「地域活性化起業人（副業型）」制度を活用し、専門官として、現在5名の外部人材が在籍しており、地域の様々な課題

解決に取り組んでいる。また、企業版ふるさと納税の仕組みを活用して、専門的知識・ノウハウを有する企業の人材を受け入れ、

地方創生のより一層の充実・強化に取り組んでいる。

ひいらぎスポーツパークこばやし

ひいらぎアリーナ

令和9年度開催の日本のひなた宮崎国スポ・障スポの競技会場として、令和8年3月27日に小林市の総合運動公園に複合体育館が完

成した。同施設は、小林市で実施される競技のうち、バレーボールやトランポリンなど4競技の会場となっている。

調査先 調査先の概要

宮崎県災害中間支援ネットワーク

令和7年9月19日に設立され、特定非営利活動法人宮崎文化本舗が事務局を担っている。行政、社会福祉協議会、ＮＰＯなどの多

様な支援団体と連携し、大規模災害時に災害ボランティアの受入れ・調整などの被災者支援を行うことを目的としている。令和7

年度に宮崎県、宮崎県社会福祉協議会と「災害ボランティア活動支援のための連携・協力に関する協定」を締結している。

宮崎県消防学校

増加する女性消防職員等の受入環境改善のため、令和7年度に女子寮「ひなた」寮を新設、令和8年度に供用を開始した。また、火

災現場活動経験の減少や建物の構造変化等に対応するため、令和8年度から実火災訓練施設を整備予定（令和10年度本格供用開

始）。

委 員 長 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

５
月
２７
日

（水）

ホテル 県議会

10:40～11:40 11:55～12:40 13:00～14:00

５
月
２６
日

（火）

都城市泊県議会

10:30～11:30  12:10～12:40 13:00～14:00 14:50～15:50

令和８年度　総務政策常任委員会　県南調査　行程表

令和8年5月26日（火）～5月27日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

【昼食】

【昼食】

【総合政策部】

宮崎県災害中間

支援ネットワーク

（意見交換：災害時のボ

ランティア活動の支援に

ついて）

【総務部】

宮崎県消防学校

（消防学校の訓練機能

強化について）

【総合政策部】

株式会社マキタ

運輸

（デジタル技術を活用した
生産性向上に取り組む

企業について）

※取材はお控えください。

【総合政策部】

高原町役場

（地域活性化起業人制度

等を活用した外部人材の

受入れ及び地域活性化

の取組について）

【宮崎国スポ・障スポ局】

ひいらぎスポーツ
パークこばやし

ひいらぎアリーナ

（日本のひなた宮崎 国ス
ポ・障スポにおける競技

会場について）



 12:10～13:20

12:10～13:05

（調査委員）

福田　新一 日髙　陽一 松本　哲也

工藤　隆久 安田　厚生

濵砂　守 川添 　博

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

社会福祉法人康生会
特別養護老人ホーム敬寿園

県が設置する「ひなた介護DX支援センター」の伴走支援を令和７年度に受け、情報共有のデジタル化や生成AIの活用など、介護現
場の生産性向上に取り組んでいる。

委 員 長 委　員 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

13:30～15:0011:00～12:00

15:00～16:009:30～10:30

株式会社ＳＥミート宮崎
令和６年２月より宮崎県初のハラール向け牛肉処理施設として創業。令和６年度にカタール、令和７年度にはクウェート、ＵＡＥ及
びインドネシアの認定を取得しており、ハラール圏への宮崎牛の輸出拡大を担っている。

青山歯科医院（在宅訪問歯科診療）
（調査地：社会福祉法人德榮会
　　　　　　アリビオさくら）

高齢化に伴い要介護者などが増加し､在宅歯科診療のニーズが増えているなか、県が行う在宅歯科診療用の機器整備補助を活用し、
歯科医院スタッフによる在宅歯科診療を行っている。

調査先 調査先の概要

NEXT HERO DIC 延岡

東京都に本社を置く『VALT JAPAN DIC株式会社』が運営する障害福祉サービス事業所であり、令和７年度に県の指定を受けて就労
継続支援事業Ａ型を開始し、障がい者の一般就労（民間企業への就職）に向けたサービスを提供している。
※利用者である障がい者にパソコンを貸与し、企業から受注した各種業務（画像・動画編集、領収書点検等）を実施している。

県立延岡病院
令和８年２月に手術支援ロボット（ダ・ヴィンチ）を導入するなど、県北の地域がん診療拠点病院として、がん医療の高度化を推進
している。

13:10～14:10

５
月
２０
日

（水）

５
月
１９
日

（火）

県議会 延岡市泊

県議会ホテル

令和８年度　厚生常任委員会　県北調査　行程表　　　
令和8年5月19日（火）～5月20日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

【昼食】

【昼食】

【福祉保健部】

NEXT HERO DIC 延岡

（障がい者の一般就労（民間企業へ

の就職）に向けたサービス提供

について）

【福祉保健部】

青山歯科医院
（調査地：社会福祉法人

德榮会 アリビオさくら）

（在宅訪問歯科診療

について）

【病院局】

県立延岡病院

（ハイブリット手術室／手術支援ロボット

（ダ・ヴィンチ）等について）

【福祉保健部】

特別養護

老人ホーム敬寿園

（介護現場の生産性向上

について）

【福祉保健部】

株式会社

SEミート宮崎

（ハラール向け牛肉

処理施設について）



12:10～13:10

12:30～13:40

（調査委員）

福田　新一 日髙　陽一 松本　哲也

工藤　隆久 安田　厚生

濵砂　守 川添 　博

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

５
月
２７
日

（水）

ホテル

10:30～11:30

県議会

14:00～15:30

一般財団法人宮崎県遺族連合会

令和６年度に外壁の全面改修等、令和７年度は総合研修館（体育館）の改修を実施。
永年にわたって地域の生徒児童の体験活動や社会教育の拠点となっている。
なお、令和６年の決算特別委員会の意見を受け、現在「青少年自然の家のあり方」について検討中である。

令和８年２月に病院局と日南市で「日南市内の公立病院の医療連携等に係る基本協定」を締結し、日南市立中部病院の移転を含めた
日南市内の公立病院のあり方について継続して検討している。

「５年間で200の地域活動、2025人の地域活動者を生み出す」ことを目標に、地域住民の活動で地域課題の解決に取り組んでいる。
内閣府の「孤独・孤立に係る有識者会議」等でも先行事例として取り上げられている。
令和８年１月に宮日SDGｓ賞を受賞している。

全国戦没者及び「ひむかいの塔」追悼式参列事業や戦争体験継承事業（平和祈念資料展示室（遺族会館内）の管理・運営、平和の語
り部等）に取り組んでいる。
今後、遺族会館が処分される予定であり、令和８年度に「宮崎県平和祈念資料展示室あり方検討委員会」を設置し、今後の方針を検
討することとしている。

青島青少年自然の家

県立日南病院

コミュニティデザインラボ

県議会

調査先 調査先の概要

委 員 長 委　員 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

５
月
２６
日

（火）

都城市泊

13:20～14:3010:30～11:30

令和８年度　厚生常任委員会　県南調査　行程表　　　
令和8年5月26日（火）～5月27日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

【昼食】

【病院局】

県立日南病院

（日南市内の公立病院の

医療連携等に係る基本協定等

について）

【福祉保健部】

一般財団法人

宮崎県遺族連合会

（戦没者遺族援護事業について）

【福祉保健部】

青島青少年自然の家

（地域の生徒児童の体験活動や

社会教育の拠点について）

【昼食】

【福祉保健部】

コミュニティ

デザインラボ

（地域共生社会の実現

について）



（調査委員）

本田　利弘 山内　いっとく 脇谷　のりこ

河野　通博 下沖　篤史

日高　博之 坂本　康郎

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

県営一ケ岡団地

宮崎県食品開発センター

耳川の河川改修事業において、洪水時に耳川の流れを阻害している市道橋福瀬大橋（橋⾧170m）の架け替えを進めており、

これまでに、A2橋台、P1橋脚が完成し、現在A1橋台、P2橋脚を施工している。

当区間は、道路幅員が狭く急カーブが連続していることから、大型車輌の通行が制限されているなど、

緊急時の人員・物資の輸送や産業・観光活動に支障をきたしている。

このため、平成２５年度から(仮称)波帰之瀬橋（L=412m）を含む道路改良事業を進めており、

令和７年度に(仮称)波帰之瀬橋上部工の発注を行っている。

高千穂神楽や高千穂峡貸しボートの運営収入をはじめ、町支出金や国補助金などを活用して事業に取り組んでおり、

最近の主な取組としては、アニメ「推しの子」とのコラボ事業や各観光地への多言語音声ガイドシステムの導入、高千穂検定

合格者の有償ガイド活用などを実施している。

その成果もあり、令和７年の観光入込客数、宿泊者数、観光消費額のいずれも過去最高を記録し、また、同町観光協会の

新社屋が令和８年８月末に完成予定であり、新社屋の完成により、観光客の利便性が更に高まることが期待される。

令和７年度から同団地の再整備事業に着手し、１棟目は、従来どおり県が設計、施工を行うが、

２棟目以降は、ＰＦＩ手法を導入し、民間事業者が設計、施工、入居者移転支援等を行う予定としている。

県内フードビジネスの振興のため、食品製造業を技術的に支援する公設試験研究機関である。

各種の食品技術に関する研究開発業務に加え、技術支援業務を実施するとともに、試験的な商品の製造・加工ができる

「フード・オープンラボ」や、食品の官能評価を行う「おいしさ・リサーチラボ」を整備している。

耳川 大規模特定河川事業

福瀬大橋架替工事

主要地方道 竹田五ヶ瀬線

（夕塩～土生間）道路整備事業

高千穂町観光協会

宮崎ひでじビール株式会社

平成22年の創業より、県内の農畜海産物を積極利用した新規商品を企画・開発・ブランド化する「宮崎農援プロジェクト」を

実施しており、令和７年度は県の「県産酒ブランド力強化補助金」を活用し、マレーシアへの販路拡大を図るなど、

海外展開も積極的に行い、クラフトビールを通して県の魅力を発信している。

県議会

調査先 調査先の概要

委 員 長 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

委　員

５
月
２０
日

（水）

ホテル

令和８年度　商工建設常任委員会　県北調査　行程表

令和8年5月19日（火）～5月20日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

15:10～16:1012:30～13:15

10:40～11:40 12:05～12:50 13:05～13:35 14:40～16:00

県議会

５
月
１９
日

（火）

延岡市泊

10:50～11:20 14:05～14:35

【昼食】

【県土整備部】

耳川

大規模特定河川事業

福瀬大橋架替工事

（市道橋福瀬大橋の架け替え）

【県土整備部】

竹田五ヶ瀬線

（夕塩～土生間）

道路整備事業

（波帰之瀬橋を含む

道路改良事業）

【商工観光労働部】

高千穂町観光協会

（高千穂町の観光の現状

及び協会新社屋について）

【商工観光労働部】

宮崎県

食品開発センター

（専門技術の開発・指導に

よる企業活動サポートに

ついて）

【商工観光労働部】

宮崎ひでじビール

株式会社

（令和７年度「県産酒ブランド

力強化補助金」を活用した

海外展開について）

【県土整備部】

県営一ヶ岡団地

（ＰＦＩ手法を導入した

団地の再整備）

【昼食】



（調査委員）

本田　利弘 山内　いっとく 脇谷　のりこ

河野　通博 下沖　篤史

日高　博之 坂本　康郎

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

宮崎港東地区

宮崎港において、原木輸出の著しい増加に対応するため、ふ頭用地の整備（３．４ha)を行っている。

昨年１０月にふ頭用地の一部(１．７ha)の拡張工事を行い、供用開始したこともあり、

港湾統計Ｒ７速報値で、県で最も原木輸出量が多い港湾となっている。

現在は、夏頃の全面供用を目指し、残りのふ頭用地（１．７ha）の拡張工事を進めている。

宮崎県屋外型

トレーニングセンター

令和５年４月に供用を開始した。昨年度、スポーツランドみやざきのブランド力をより一層向上させ、

キャンプ・合宿の延べ参加者数を増加させることを目的とした、屋外型トレーニングセンター環境整備事業により、

観客席設置や東屋等の整備を実施している。

一般国道４４７号

 真幸工区

当区間は、えびの市と伊佐市を跨ぐ位置にあり、隘路区間を解消して物流・交流の活性化を図ることを目的に、

未改良区間のバイパス整備を行うものであり、平成１４年度に事業着手後、整備を順次進め、現在は真幸トンネルの

工事(2工区)を主体として整備を進めている。

【参考】　バイパス延⾧L=5.0km、宮崎県内L=3.2km

　　　　　真幸ﾄﾝﾈﾙ工事(1工区)：R4.3～R7.10  L=850m

　　　　　真幸ﾄﾝﾈﾙ工事(2工区)：R7.3～R10.10 L=992m

KIRISHIMA GREENSHIP icoia
(キリシマ グリーンシップ イコイア)

霧島酒造（株）とスターバックスコーヒージャパン（株）のコラボにより、「地域に根ざしたコミュニティの場」、

「焼酎造りで生まれるエネルギーの循環を実感し、持続可能な未来を育む施設」、「多様な焼酎カルチャーやコーヒーが

生み出す体験を発信する拠点」として、令和８年１月にオープンした、観光面での効果も期待できる施設である。

株式会社システム技研
自社技術として、微風でも発電可能なマイクロ風力発電技術を有しており、これを電源として、水産業や中山間農業用の

環境データ観測機器の開発に、県の「脱炭素化技術研究開発支援事業」の補助を受けて取り組んでいる。

委　　員 委　員

調査先 調査先の概要

高千穂通まちなかウォーカブル

推進事業

高千穂通において、歩行者や自転車が安全で快適に通行することができ、居心地良く歩きたくなる空間の創出を図るため、

道路の再整備を進めている。

また、道路の占用許可基準を柔軟に対応することで、テーブルやベンチ等の常設が可能となる「歩行者利便増進道路制度

（通称：ほこみち制度）」を令和６年度から導入し、さらなる賑わいの創出を支援している。

委 員 長 委　員

副委員長 委　員

委　員

10:30～11:30 12:15～13:00 13:05～13:35 13:50～14:30

５
月
２７
日

（水）

ホテル 県議会

５
月
２６
日

（火）

都城市泊
県議会

10:00～11:00 12:15～13:00 13:20～14:00 15:00～16:00

令和８年度　商工建設常任委員会　県南調査　行程表

令和8年5月26日（火）～5月27日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

【商工観光労働部】

宮崎県屋外型

トレーニングセンター

（スポーツランドみやざきの

更なる推進に向けた、トップ

アスリート等の合宿拠点の

整備について）

【県土整備部】

宮崎港東地区

（ふ頭用地の拡張工事

を実施）

【商工観光労働部】

株式会社システム技研

（令和７年度「脱炭素化技術

研究開発支援事業」を

活用した水産業や中山間

農業用の環境データ観測機器

の開発について）

【商工観光労働部】

ＫＩＲＩＳＨＩＭＡ

ＧＲＥＥＮＳＨＩＰ

ｉｃｏｉａ

（霧島酒造×スターバックス

コラボレーションプロジェクト

について）

【県土整備部】

国道４４７号

真幸工区

（物流・交流の活性化を目的

としたバイパス整備）

【県土整備部】

高千穂通

まちなかウォーカブル

推進事業

（歩行者や自転車が安全で

快適に通行でき、居心地が良く

歩きたくなる空間を創出するため、

道路の再整備を実施）

【昼食】

【昼食】



12:00～12:50

（調査委員）

山口　俊樹 二見　康之 図師　博規

齊藤　了介 野﨑　幸士

山下　博三 前屋敷　恵美

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

株式会社共⽴電照宮崎本社

宮崎ひなたファーム株式会社

当該施設は、平成30年の硫⻩⼭噴⽕による河川の⽔質悪化を受け、令和４年度に県が整備。⽕⼭の影響により酸性化した河川⽔を
中和処理する施設で、令和８年４⽉からえびの市に譲与し、同市によって維持管理が実施されている。

畦畔除去によるほ場の⼤区画化やレーザーレベラーによる⼟地の均平化等の簡易基盤整備を実施。作業の効率化、機械化(定植
機、収穫機等）に取り組んでいる。

乾燥機や粉砕機など⾃動化された⽣産ラインが整備された県内最⼤規模のてん茶加⼯施設を保有している。

平成21年からLED照明の開発・製造・販売を通じてカーボンニュートラルの実現に貢献している。また、⾃社事業所においても照
明のLED化に加え、光技術を応⽤した野菜栽培や⼯場屋根への太陽光発電設備の導⼊など、積極的な省電⼒化を推進している。

国庫補助事業（Ｒ４年度繰越 強い農業づくり総合⽀援交付⾦）を活⽤し、優良な野菜苗（きゅうり、ピーマン、トマト等）を県
内へ安定供給するため、育苗ハウス（硬質ハウス5,040㎡×1棟）を整備している。

硫⻩⼭⽔質改善施設

有限会社太陽ファーム

株式会社みやざき⼀茶園

県議会

調査先 調査先の概要

委 員 長 委　員 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

５
月
１９
日

（火）

都城市泊

14:00～15:3011:00～11:40

令和８年度　環境農林水産常任委員会　県南調査　行程表　　　

令和8年5月19日（火）～5月20日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

５
月
２０
日

（水）

ホテル

10:30～11:30 11:45～12:45 14:15～15:1513:00～14:00

県議会

【昼食】

【環境森林部】

硫黄山水質改善

施設

（河川水の中和処理施設に

ついて）

【農政水産部】

宮崎ひなた

ファーム（株）

（国庫補助事業を活用し

た育苗ハウスの整備に

ついて）

【農政水産部】

（有）太陽ファーム

（土地の均平化等の簡易基盤

整備、作業の効率化について）

【昼食】

【農政水産部】

（株）みやざき

一茶園

（国庫補助事業を活用

した施設整備に

ついて）

【環境森林部】

（株）共立電照

宮崎本社

（カーボンニュートラル、

省電力化について）



（調査委員）

山口　俊樹 二見　康之 図師　博規

齊藤　了介 野﨑　幸士

山下　博三 前屋敷　恵美

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により前後することがあります。

10:40～11:40 13:00～14:0011:45～12:30

15:00～16:0010:40～11:40

延岡地区森林組合⽊材流通
センター

令和7年6⽉に竣⼯。施設の⽼朽化と⼿狭になった旧原⽊市場を拡充したもので、最新の選別機や津波対策フェンスを整備してい
る。

⾼千穂町観光協会新社屋
観光拠点地域交流施設（事務所兼）として地域材・県産材をふんだんに使⽤した地上３階建て⽊造建築物を建設。施設建築にあた
り、令和6年12⽉に建築物⽊材利⽤促進協定（観光協会×⾼千穂町×県）を締結。

株式会社ひのかげアグリファーム
農家から稲作などの農作業を受託する⽇之影町出資の農業法⼈（平成28年10⽉に設⽴）。農家の⾼齢化や担い⼿不⾜が深刻化す
る中、当法⼈に対する需要は右肩上がりの状況であり、令和6年の総受託⾯積は約159haとなっている。

調査先 調査先の概要

新規就農者トレーニングセンター

JAみやざき⻄都地区本部指導員等からの細やかな指導を通じて、新規就農者のスムーズな経営開始につなげることを⽬的とした施
設である。
 開設：平成30年7⽉
 施設：ハウス５棟（15a×3棟、10a×2棟）

⼟々呂漁港海岸 ⼟々呂漁港海岸において地震・津波対策として防潮堤の整備を実施している（海岸保全施設整備事業）。

委 員 長 委　員 委　員

副委員長 委　員

委　　員 委　員

５
月
２７
日

（水）

13:50～14:30

５
月
２６
日

（火）

県議会
延岡市泊

県議会ホテル

 12:00～12:50

令和８年度　環境農林水産常任委員会　県北調査　行程表　　　

令和8年5月26日（火）～5月27日（水）

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

【昼食】

【昼食】

【農政水産部】

新規就農者

トレーニング

センター

（自立型営農の取組に

ついて）

【農政水産部】

土々呂漁港海岸

（海岸保全施設整備

事業について）

【環境森林部】

延岡地区森林組合

木材流通センター

（原木市場の機能に

ついて）

【環境森林部】

高千穂町

観光協会新社屋

（地域材・県産材の利用

について）

【農政水産部】

（株）ひのかげ

アグリファーム

（自治体出資型の農業

法人の取組について）



（調査委員）

岩切　達哉 坂口　博美 井本　英雄

黒岩　保雄 佐藤　雅洋

山下　寿 今村　光雄

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により多少前後することがあります。

委　員

委　員

委　員

委　員委 員 長

副委員長

委　　員

猿瀬発電所（水力発電）
大淀川総合開発事業に伴い廃止された九州電力の発電所の堰堤を利用して再開発したダム式発電所である。水力発電所３Ｄ

モデルを活用したＡＧＶ(無人搬送車)による遠隔巡視点検の試験運用を行っている。

飯野高校
令和8年度に「普通科」から「みらい探究科」へ学科名を変更している。小中学生や地域の方々が体験・参加する探究発表会

や、えびの学との接続等、小中学校とつながり、地域に根ざした教育活動を展開している。

宮崎県警察本部

通信指令課では、県内全域からかかってくる110番通報を受理し、現場に一番近い場所にいるパトカーに急行するよう指令を

出しており、事件・事故の早期解決に取り組んでいる。

交通管制センターでは、車両感知器やテレビカメラによる情報を分析しながら交通信号機をコントロールしたり、テレビ・

ラジオや電話を通じて交通情報を提供したりするなど、安全で快適な交通社会を築くための取組みを行っている。

調査先 調査先の概要

くろしお支援学校日南校

令和８年度に日南くろしお支援学校の分校として日南高校内に開校した高等特別支援学校。知的障がいの生徒を対象に、卒

業後、障がい者雇用枠を活用した就職率100％を目指し、「農業」「福祉」「流通・サービス」の専門教科を設定している。

校内のみならず、協力校（日南振徳高等学校）における学びを展開しているほか、地域の企業等と連携し、定期的な実習や

学校での事前・事後学習、職業教育等を実施している。

日南警察署

日南警察署は昭和34年に建設され本年３月で築66年を経過し、増改築を繰り返しているが、雨漏りや壁面のひび割れ、外壁

面の一部崩壊等、劣化が著しく進んでいる。また、洪水発生時には庁舎１階部分が浸水することが危惧されており、大規模

災害発生時には、災害対策拠点施設としての機能を果たせないことが十分に予想されたため、２階建て庁舎を増築し、１階

に地域課執務室等、２階に会議室とシャワー室及び女性用トイレ等を新設し、令和７年度に運用を開始した。

５
月
２０
日
(水)

県議会
ホテル

５
月
１９
日
(火)

高原町泊
県議会

令和８年度　文教警察企業常任委員会　県南調査　行程表

令和8年5月19日（火）～20日（水）　　

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

＜昼食＞

13:30～15:00

【企業局】

猿瀬発電所

（水力発電所３Ｄモデル

を活用したＡＧＶ（無人

搬送車）等について）

＜昼食＞

【警察本部】

日南警察署

（庁舎増築等の現状に

ついて）

【教育委員会】

飯野高校

（小中学校や地域と連携

した教育活動について）

12:00～12:45

11:45～12:2010:15～11:15

10:30～11:30 13:10～14:00

【教育委員会】

日南くろしお支援学校

日南校

（高等特別支援学校

としての取組について）

15:20～16:20

【警察本部】

宮崎県警察本部

（通信指令課や交通管

制センター等の設備・

機能等について）

※取材はお控えください。



（調査委員）

岩切　達哉 佐藤　雅洋

黒岩　保雄 今村　光雄

坂口　博美 井本　英雄

※予定時刻は、交通事情、調査の進行状況等により多少前後することがあります。

令和８年度　文教警察企業常任委員会　県北調査　行程表

令和8年5月26日（火）～27日（水）　　

月日 出発地 行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程 到着地

日向市泊
県議会

高鍋農業高校

県内唯一の文部科学省指定農業経営者育成高等学校として、農場や実習施設での実践的な学習や寮教育を通して、本県農業

及び関連産業を牽引する人材の育成を目指している。

農業経営者の育成を目的とする園芸科学科・畜産科学科は全員3年間の寮生活を行う。

北部管理事務所

細島工業団地へ工業用水を給水している工業用水道施設で、昭和39年10月から給水を開始している。現在、16社の企業に給

水し、県北地域の産業振興の一翼を担っている。

令和４年９月の台風第14号により、浄水場において浸水被害を受けたことから、令和６、７年度に防水壁嵩上げ等の浸水対

策工事を実施した。

５
月
２７
日
(水)

県議会
ホテル

５
月
２６
日
(火)

委　員

委　員

委　員

みやざき中央支援学校

知的障がいの生徒を対象に、卒業後、障がい者雇用枠を活用した就職率100％を目指して、令和８年４月に開校した高等特別

支援学校３校に続き、県央地区に本校として設置される。現在、みやざき中央支援学校の敷地内に校舎建設が進んでおり、

令和９年４月に「宮崎高等支援学校」として開校する。

委 員 長

副委員長

委　　員

日向工業高校

県北地域唯一の建築に関する教育を担うとともに、工業教育を行う学校として、資格取得を推進し、関係機関と連携した

キャリア教育の充実を図ることで生徒の職業観・勤労観を育み、地域産業界や社会に貢献できる人材の育成を目指してい

る。

充実したキャリア教育や校内外研修の実施により高い県内就職率を誇る。

高鍋警察署新富交番

新富町は、児湯郡の南側に位置し田畑や山林が広がる農村地帯で、同町東側には南北に国道10号が通っている。また、同町

中央には航空自衛隊新田原基地や、今年度、J２に昇格したテゲバジャーロやヴィアマテラス宮崎が本拠地とする「いちご宮

崎新富サッカー場」があり、新富交番はその治安維持に努めているもので、令和８年に新築移転した。

中部教育事務所

宮崎県の中南部に位置する12市町村（宮崎市・国富町・綾町・日南市・串間市・西都市・高鍋町・新富町・西米良村・木城

町・川南町・都農町）を所管し、各市町村教育委員会と連携しながら、  授業改善、生徒指導、特別支援教育、生涯学習・社

会教育等に取り組んでいる。

調査先 調査先の概要

＜昼食＞

13:15～14:15

【企業局】

北部管理事務所

（浸水対策工事の

現状等について）

【教育委員会】

中部教育事務所

（市町村立学校への支援

の取組について）

＜昼食＞

【教育委員会】

高鍋農業高校

（寮生活の実情に

ついて）

12:00～12:45

11:50～12:5010:50～11:40

10:40～11:40 14:00～15:00

【警察本部】

高鍋警察署

新富交番

（概況説明及び令和８年

の新設移転について）

【教育委員会】

日向工業高校

（県内就職支援の

取組について）

【教育委員会】

みやざき中央支援学校

（高等特別支援学校の

新設について）

14:30～15:00

15:30～16:30


